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活発な議論を経て 
　『安全・安心で活気に満ちたまちづくり予算』を可決 
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本
市
初
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
と
し
て
整
備
を

進
め
て
い
た
岡
崎
げ
ん
き
館
が
平
成
２０
年

３
月
１
日
に
オ
ー
プ
ン
し
、
西
部
地
域
交

流
セ
ン
タ
ー
（
や
は
ぎ
か
ん
）
を
始
め
、

動
物
総
合
セ
ン
タ
ー
、
東
部
地
域
福
祉
セ

ン
タ
ー
な
ど
の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
完

了
す
る
。
今
後
は
、
市
民
に
こ
れ
ま
で
以

上
に
「
岡
崎
に
住
ん
で
、
本
当
に
良
か
っ

た
」
と
感
じ
て
も
ら
え
、
市
民
が
行
政
の

主
役
に
な
れ
る
岡
崎
市
を
つ
く
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
と
の
思
い
を
強
く
し
て
い
る
。
 

   　
平
成
２０
年
度
一
般
会
計
は
１
１
０
８
億

１
０
０
０
万
円
、
特
別
会
計
は
８
５
０
億

６
２
３
８
万
円
、
企
業
会
計
は
２
９
５
億

８
５
３
０
万
円
で
総
額
は
２
２
５
４
億
５

７
６
８
万
円
と
な
り
、
１９
年
度
当
初
予
算

と
の
比
較
は
９３
・
４
％
と
な
っ
た
。
 

　
今
年
度
予
算
は
、
「
安
全
・
安
心
で
活

気
に
満
ち
た
ま
ち
づ
く
り
予
算
」
と
し
て
、

引
き
続
き
岡
崎
２１
世
紀
プ
ラ
ン
第
９
期
実

施
計
画
や
新
市
建
設
計
画
の
確
実
な
実
施

と
中
長
期
的
な
財
政
の
健
全
性
に
留
意
し

て
い
る
。
予
算
編
成
は
、
安
全
・
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
、
都
市
基
盤
の
整
備
、
子
育

て
支
援
、
教
育
文
化
の
振
興
の
四
つ
を
重

点
課
題
と
し
て
市
民
福
祉
の
向
上
を
目
指

し
た
積
極
的
な
も
の
で
、
主
な
重
点
事
業

は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
 

　
 

  　
　
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
で
は
、
各

　
　
地
で
地
震
災
害
が
発
生
し
、
災
害
に

備
え
る
必
要
性
を
強
く
感
じ
て
い
る
。
防

災
対
策
と
し
て
緊
急
地
震
速
報
の
活
用
に

取
り
組
み
、
小
中
学
校
を
始
め
医
療
施
設

や
防
災
活
動
拠
点
施
設
な
ど
に
整
備
し
て

い
く
。
ま
た
、
東
消
防
署
形
埜
出
張
所
に

つ
い
て
は
、
２１
年
４
月
の
開
所
を
目
指
し

本
体
工
事
に
着
手
し
て
い
く
。
 

　
更
に
、
岡
崎
げ
ん
き
館
で
は
、
保
健
サ

ー
ビ
ス
を
始
め
健
康
づ
く
り
や
子
育
て
支

援
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
、
市
民

の
健
康
維
持
と
増
進
を
図
り
、
元
気
で
健

康
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。
 

　
　
市
基
盤
の
整
備
は
、
東
岡
崎
駅
周
辺

　
　
及
び
藤
川
地
区
の
拠
点
整
備
の
た
め
、

都
市
整
備
部
に
東
岡
崎
・
藤
川
地
区
整
備
 

課
を
設
置
す
る
な
ど
体
制
の
強
化
を
図
り
、

事
業
を
推
進
し
て
い
く
。
 

　
ま
た
、
街
路
事
業
で
は
、
矢
作
地
区
の

南
北
道
路
で
あ
る
矢
作
桜
井
線
は
、
Ｊ
Ｒ

東
海
道
本
線
と
立
体
交
差
す
る
（
仮
称
）

牧
内
跨
線
橋
の
調
査
設
計
を
、
岡
崎
環
状

線
明
大
寺
町
地
内
で
は
橋
り
ょ
う
の
詳
細

設
計
を
実
施
し
て
い
く
。
河
川
改
修
で
は
、

占
部
川
に
お
い
て
県
河
川
の
広
田
川
の
改

修
計
画
に
合
わ
せ
、
下
流
よ
り
河
道
改
修

に
着
手
し
て
い
く
。
 

　
　
育
て
支
援
で
は
、
こ
ど
も
課
を
設
置

　
　
し
、
後
期
岡
崎
市
児
童
育
成
支
援
行

動
計
画
の
策
定
に
向
け
た
取
り
組
み
を
始

め
、
子
育
て
関
連
の
施
策
を
重
点
的
に
進

め
て
い
く
。
 

　
保
育
事
業
は
、
延
長
保
育
や
一
時
保
育

の
実
施
園
の
拡
大
、
本
宿
保
育
園
の
建
て

替
え
な
ど
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
乳
幼
児

の
医
療
助
成
事
業
は
２０
年
度
か
ら
子
ど
も

医
療
助
成
事
業
に
名
称
を
改
め
、
対
象
を

中
学
校
卒
業
ま
で
大
幅
に
拡
大
し
て
子
育

て
世
代
の
経
済
的
な
負
担
を
軽
減
す
る
。

更
に
、
新
生
児
聴
覚
検
査
費
用
の
一
部
補

助
や
、
げ
ん
き
館
に
お
い
て
子
ど
も
の
発

達
や
発
育
に
不
安
を
持
つ
親
を
支
援
す
る

子
ど
も
発
達
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
始
め
る
。
 

　
　
育
文
化
の
振
興
で
は
、
図
書
館
交
流

　
　
プ
ラ
ザ
が
間
も
な
く
本
体
工
事
を
完

了
し
、
引
き
続
き
駐
車
場
な
ど
の
外
構
工

事
を
行
う
と
と
も
に
図
書
館
の
移
転
事
務

を
進
め
、
一
方
で
、
開
館
の
プ
レ
イ
ベ
ン

ト
も
実
施
し
て
い
く
。
開
館
後
は
、
図
書

館
を
中
核
と
し
た
生
涯
学
習
施
設
と
し
て

各
種
講
座
や
講
演
会
を
開
催
す
る
と
と
も

に
、
市
民
活
動
の
活
性
化
な
ど
に
よ
る
地

域
の
賑
わ
い
の
創
出
を
図
る
。
 

　
小
中
学
校
の
施
設
整
備
で
は
、
災
害
時

に
避
難
所
に
な
る
こ
と
か
ら
建
て
替
え
な

ど
を
進
め
て
い
た
屋
内
運
動
場
は
１９
年
度

で
整
備
が
終
了
し
た
。
引
き
続
き
、
校
舎

の
耐
震
補
強
を
実
施
し
て
い
く
他
、
教
室

不
足
を
解
消
す
る
た
め
の
校
舎
の
増
築
や

施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
改
修
も
行
う
。
 

　
ま
た
、
放
課
後
の
子
ど
も
の
安
全
で
健

や
か
な
居
場
所
づ
く
り
の
た
め
の
対
策
事

業
と
し
て
、
小
学
校
２
校
で
子
ど
も
教
室

の
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
す
る
。
 

　
新
文
化
会
館
に
つ
い
て
は
、
老
朽
化
し

た
現
市
民
会
館
に
代
わ
る
新
た
な
芸
術
文

化
の
創
造
拠
点
と
し
て
、
基
本
構
想
の
策

定
に
着
手
す
る
。
 

　
以
上
四
つ
の
重
点
事
項
の
主
な
事
業
の

他
に
、
１９
年
度
に
着
工
し
た
新
一
般
廃
棄

物
中
間
処
理
施
設
は
２３
年
度
に
、
水
と
み

ど
り
の
森
の
駅
整
備
事
業
の
「
わ
ん
Ｐ
ａ

ｒ
ｋ
」
は
２１
年
度
に
そ
れ
ぞ
れ
完
成
を
目

指
し
て
工
事
が
本
格
化
す
る
。
ま
た
、
金

沢
市
と
の
観
光
交
流
都
市
協
定
に
よ
る
市

民
ツ
ア
ー
や
、
好
評
だ
っ
た
乙
川
舟
遊
び

も
充
実
さ
せ
て
い
く
。
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「
平
成
１９
年
度
の
事
務
事
業
評
価
の
成

果
と
来
年
度
改
善
の
内
容
は
」
と
の
質
疑

が
あ
り
、
「
４
４
６
件
の
基
礎
事
業
と
１

３
７
２
件
の
業
務
活
動
の
事
務
事
業
評
価

を
行
っ
た
。
拡
大
す
る
事
業
は
２３
・
３
％
、

現
状
維
持
が
７４
・
４
％
、
縮
小
が
２
・
２

％
で
あ
っ
た
。
成
果
と
し
て
は
、
１
０
０

件
の
業
務
活
動
の
見
直
し
や
完
了
で
１３
億

円
の
経
費
削
減
を
行
っ
た
。
２０
年
度
は
、

評
価
自
体
の
精
度
を
上
げ
２
次
評
価
・
外

部
評
価
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
計
画
や

予
算
の
策
定
に
も
反
映
で
き
る
よ
う
連
携

を
強
化
し
た
い
」
と
答
え
た
。
 

　
「
市
の
徴
収
体
制
強
化
の
取
り
組
み
は
」

と
の
質
疑
が
あ
り
、
「
一
つ
目
は
、
滞
納

者
へ
の
早
期
対
応
と
し
て
現
年
度
滞
納
者

に
文
書
や
電
話
で
催
告
を
行
い
、
二
つ
目

は
長
期
滞
納
者
に
対
し
不
動
産
や
預
金
・

給
与
の
差
し
押
さ
え
を
行
う
と
と
も
に
不

動
産
の
公
売
も
積
極
的
に
行
っ
て
お
り
、

動
産
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
も
実
施
し

て
い
る
。
三
つ
目
に
夜
間
・
休
日
納
付
窓

口
を
開
設
す
る
と
と
と
も
に
、
２１
年
度
の

コ
ン
ビ
ニ
収
納
の
一
部
導
入
に
向
け
シ
ス

テ
ム
を
整
備
し
て
い
く
」
と
答
え
た
。
 

　
「
税
源
移
譲
や
定
率
減
税
の
廃
止
及
び

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
新
設
な
ど
に
よ
る
所

得
税
軽
減
が
本
市
に
与
え
る
影
響
は
」
と

の
質
疑
が
あ
り
、
「
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
が

税
源
移
譲
に
よ
り
１９
年
分
の
所
得
税
か
ら

控
除
し
き
れ
な
い
場
合
、
２０
年
３
月
１７
日

ま
で
に
申
告
す
る
と
住
民
税
控
除
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
、
市
へ
の
影
響
額
は
２
億

４
０
０
０
万
円
で
国
か
ら
補
填
さ
れ
る
。

ま
た
、
１９
年
中
に
所
得
が
減
少
し
て
所
得

税
控
除
が
で
き
な
い
場
合
は
、
２０
年
７
月

１
日
か
ら
３１
日
ま
で
に
申
告
す
る
と
住
民

税
増
額
分
が
還
付
さ
れ
、
影
響
額
は
４
億

２
０
０
０
万
円
で
、
う
ち
県
民
税
に
相
当

す
る
１
億
８
４
０
０
万
円
は
県
よ
り
交
付

さ
れ
る
」
と
答
え
た
。
 

　
「
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
の
予
算
額
は
」

と
の
質
疑
が
あ
り
、
「
康
生
周
辺
地
区
の

対
象
事
業
費
は
７７
億
４
７
６
０
万
円
、
限

度
額
は
２２
億
４
３
０
０
万
円
、
岡
崎
駅
東

地
区
の
対
象
事
業
費
は
４０
億
１
０
０
０
万

円
、
限
度
額
は
１６
億
４
０
０
万
円
、
十
王
・

若
宮
地
区
の
対
象
事
業
費
は
９
億
８
６
９

０
万
円
、
限
度
額
は
３
億
９
４
０
０
万
円
、

矢
作
地
区
の
対
象
事
業
費
は
１４
億
８
５
８

０
万
円
、
限
度
額
は
５
億
３
１
０
０
万
円

を
見
込
ん
で
い
る
」
と
答
え
た
。
 

　
「
２０
年
度
の
い
の
ち
の
教
育
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
の
内
容
は
」
と
の
質
疑
が
あ
り
、

「
家
庭
部
会
で
は
い
の
ち
を
テ
ー
マ
に
し

た
市
Ｐ
連
活
動
の
充
実
、
地
域
部
会
と
し

て
は
子
ど
も
を
中
心
と
し
て
地
域
が
つ
な

が
る
実
効
性
の
あ
る
部
会
の
再
構
築
、
園
・

学
校
部
会
で
は
道
徳
・
特
別
活
動
の
い
の

ち
の
教
育
学
習
指
導
案
事
例
集
（
小
学
校

版
）
を
作
成
す
る
。
こ
れ
ら
の
ア
ク
シ
ョ

ン
を
重
ね
る
中
で
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な

心
の
醸
成
と
態
度
・
行
動
形
成
を
目
指
し

て
取
り
組
ん
で
い
く
」
と
答
え
た
。
 

◇
本
会
議
に
お
け
る
質
疑
 

○平成20年度予算の質疑 

議 
案 
審 
議 

一般会計 

特別会計 

企業会計 

計 

会計別当初予算 市
民
一
人
当
た
り
で
み
た 

一
般
会
計
歳
出
予
算
額 

４
月
１
日
現
在
の
人
口
　 

３
７
５
０
６
７
人
　 

110,810 

85,062 

29,585 

225,45719,274

（単位　百万円） 

（単位　円） 

※6ページに主な事業を掲載してあります。 

97.2% 

87.0% 

100.2% 

93.4%

予算額 

公債費 

39,134

衛生費 

37,661

教育費 

78,719

民生費 

55,122

土木費 

38,270

総務費 

対前年度比 

ほ

て
ん
 

グラフでみる平成20年度当初予算 
・市債 
　５２億５，８００万円 
　（４．７％） 

・その他 
　４９億５，９１９万円 
　（４．５％） 

・その他 
　１０２億２，４３２円 
　（９．３％） 

歳　入 
［一般会計］ 

1,108億1,000万円 

歳　出 
［一般会計］ 

1,108億1,000万円 

・県支出金 
　５１億６０７万円 
　（４．６％） 

・市税 
　６７９億７，５４２万円 
　（６１．３％） 

・国庫支出金 
　８２億９２５万円 
　（７．４％） 

・地方消費税交付金 
　３５億円 
　（３．２％） 

・その他 
　４６億２３４万円 
　（４．２％） 

・諸収入 
　５９億１，９５１万円 
　（５．３％） 

・繰入金 
　５２億８，０２３万円 
　（４．８％） 

依存財源 
２４．４％ 

自主財源 
７５．６％ 

・公債費 
　７２億 
　２，９２１万円 
　（６．５％） 

・総務費 
　１４３億 
　５，３８８万円 
　（１３．０％） 

●議会費 
　 ７億４，７９８万円 
●労働費 
　 １億６，８４８万円 
●農林業費 
　１９億８，００８万円 
●商工費 
　２６億５，９１０万円 
●消防費 
　４３億３，０６６万円 
●その他 
　 ３億３，８０２万円 

・民生費 
　２９５億 
　２，５０２万円 
　（２６．６％） 

・教育費 
　１４１億 
　２，５３６万円 
　（１２．７％） 

・土木費 
　２０６億 
　７，４４１万円 
　（１８．７％） 

・衛生費 
　１４６億 
　７，７８０万円 
　（１３．２％） 

（ 

） 



藤川地区整備計画（イメージ図） 

エコバッグ 

４ 

◇
委
員
会
に
お
け
る
質
疑
 

◇
一
般
会
計
 

    ◆
総
務
費
 

 
「
バ
ス
実
証
運
行
委
託
料
の
内
容
に
つ

い
て
伺
う
」
と
の
質
疑
が
あ
り
、
「
鉄
道

駅
な
ど
の
都
市
の
拠
点
を
結
ぶ
基
幹
軸
と

し
て
３
路
線
程
度
、
各
地
域
の
特
性
に
あ

っ
た
地
域
内
交
通
で
２
路
線
程
度
の
実
証

運
行
を
考
え
て
い
る
。
基
幹
軸
に
お
い
て

は
、
各
地
域
か
ら
要
望
の
強
か
っ
た
市
民

病
院
へ
行
く
拠
点
間
を
結
ぶ
快
速
バ
ス
を

目
玉
と
し
て
考
え
て
い
る
。
地
域
内
交
通

と
し
て
は
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
や
夜
間
バ

ス
な
ど
に
つ
い
て
、
各
地
域
の
住
民
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
考
え
て
い
き
た
い
」
と

答
え
た
。
 

◆
民
生
費
 

 
「
精
神
障
害
者
医
療
扶
助
費
に
つ
い
て

制
度
の
拡
大
が
あ
っ
た
と
聞
く
が
、
そ
の

内
容
に
つ
い
て
伺
う
」
と
の
質
疑
が
あ
り
、

「
精
神
疾
患
の
入
院
医
療
費
は
、
現
在
２

分
の
１
を
助
成
し
て
い
る
が
、
こ
れ
を
全

額
助
成
す
る
こ
と
と
し
た
。
通
院
医
療
費

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
全
額
助
成
し
て

い
く
」
と
答
え
た
。
 

 
ま
た
、
「
高
齢
者
生
き
が
い
施
設
整
備

基
本
構
想
策
定
支
援
委
託
料
の
内
容
は
。

ま
た
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
の
関

係
に
つ
い
て
も
伺
う
」
と
の
質
疑
が
あ
り
、

「
本
格
的
な
高
齢
社
会
の
到
来
に
伴
い
、

高
齢
者
本
人
の
意
欲
と
能
力
に
応
じ
た
社

会
参
加
機
会
の
提
供
や
雇
用
就
業
機
会
の

確
保
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
高

齢
の
方
が
長
年
に
わ
た
り
培
っ
て
き
た
豊

富
な
知
識
・
技
能
を
積
極
的
に
活
用
し
た

生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
を
促
進
し
た
い

と
考
え
て
お
り
、
平
成
２０
年
度
は
各
担
当

部
局
で
実
施
さ
れ
て
い
る
事
業
の
整
理
や

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
な
ど
、

こ
の
施
設
の
果
た
す
機
能
を
策
定
し
て
い

く
。
さ
ら
に
、
職
業
安
定
所
と
も
連
携
し

て
求
人
情
報
の
提
供
や
起
業
相
談
、
再
就

職
セ
ミ
ナ
ー
や
就
業
の
た
め
の
技
術
取
得

講
座
の
開
催
な
ど
幅
広
く
就
労
支
援
を
行

う
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
本
来
の
事

業
と
市
の
施
策
を
効
率
的
に
連
携
さ
せ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
高
齢
者
の
就
労
支
援
を

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
行
う
こ
と
を
目
指
し
て

い
き
た
い
」
と
答
え
た
。
 

◆
衛
生
費
 

　
「
レ
ジ
袋
の
有
料
化
こ
そ
が
エ
コ
ラ
イ

フ
だ
と
思
う
が
、
検
討
は
さ
れ
て
い
る
か
」

と
の
質
疑
が
あ
り
、
「
県
に
お
い
て
も
『
ご

み
ゼ
ロ
社
会
推
進
会
議
』
の
中
で
レ
ジ
袋

削
減
を
宣
言
し
て
お
り
、
本
市
と
し
て
も

そ
の
取
り
組
み
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
近
隣
市
町
村
に

お
い
て
も
有
料
化
の
動
き
は
あ
り
、
本
市

で
も
そ
の
傾
向
が
強
ま
っ
て
来
て
い
る
。

市
内
の
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
な

ど
の
意
向
調
査
を
行
い
、
エ
コ
シ
ー
ル
協

力
加
盟
店
を
中
心
に
呼
び
掛
け
、
２０
年
度

中
に
は
有
料
化
の
方
向
へ
進
ん
で
い
き
た

い
」
と
答
え
た
。
 

　
ま
た
、
「
新
た
な
事
業
と
し
て
『
子
ど

も
発
達
サ
ポ
ー
ト
事
業
』
が
計
上
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
内
容
は
」
と
の
質
疑
が
あ

り
、
「
４
月
か
ら
げ
ん
き
館
で
実
施
す
る

事
業
で
、
小
児
神
経
科
医
師
な
ど
の
専
門

職
に
よ
る
相
談
事
業
や
、
療
育
な
ど
を
行

う
支
援
関
係
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
。
ま
た
、
そ
の
他
に

も
関
係
者
へ
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
や
発

達
障
害
を
理
解
す
る
た
め
の
講
演
会
な
ど

も
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
」
と
答
え
た
。
 

◆
商
工
費
 

　
「
観
光
地
魅
力
創
造
事
業
の
内
容
に
つ

い
て
伺
う
」
と
の
質
疑
が
あ
り
、
「
乙
川

観
光
船
事
業
は
昨
年
非
常
に
好
評
だ
っ
た

こ
と
か
ら
、
船
を
１
隻
増
や
し
て
２
隻
と

し
、
開
催
期
間
も
２
日
間
延
長
し
て
１７
日

間
の
運
行
を
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
藤
川

地
区
に
お
い
て
は
、
５
月
１５
日
か
ら
２５
日

ま
で
の
１１
日
間
、
夜
７
時
か
ら
９
時
ま
で
、

藤
川
駅
前
の
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
の
む
ら
さ

き
麦
を
始
め
５
カ
所
で
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を

行
い
、
藤
川
宿
の
魅
力
の
発
信
を
考
え
て

い
る
」
と
答
え
た
。
 

◆
土
木
費
 

　
「
藤
川
地
区
整
備
事
業
の
総
事
業
費
と

年
間
の
利
用
者
数
の
見
込
み
に
つ
い
て
伺

う
」
と
の
質
疑
が
あ
り
、
「
本
市
整
備
分

と
し
て
は
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
、
道
の

駅
に
お
け
る
地
域
振
興
施
設
、
周
辺
基
盤

整
備
な
ど
で
約
５０
億
円
を
予
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
国
が
整
備
す
る
道
の
駅
は
約
１０
億

円
と
聞
い
て
い
る
。
利
用
者
数
に
つ
い
て

は
、
前
面
の
国
道
１
号
の
通
過
車
両
が
１

日
当
た
り
約
５
万
台
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

年
間
で
７０
万
人
か
ら
８０
万
人
程
度
を
見
込

ん
で
い
る
」
と
答
え
た
。
 

　
ま
た
、
「
景
観
資
産
調
査
は
、
ビ
ス
タ

（
眺
望
）
ラ
イ
ン
の
測
量
だ
と
思
わ
れ
る

が
、
そ
の
内
容
と
目
的
は
」
と
の
質
疑
が

あ
り
、
「
大
樹
寺
境
内
の
三
門
か
ら
大
樹

寺
小
学
校
の
敷
地
を
挟
ん
だ
総
門
を
見
通

す
と
、
３
�
メ
ー
ト
ル
先
の
岡
崎
城
を
眺

め
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
が
本
市
の
眺
望

ラ
イ
ン
で
あ
る
。
こ
の
ラ
イ
ン
上
に
あ
る

宅
地
の
現
地
測
量
に
よ
っ
て
建
築
物
の
高

さ
の
許
容
限
度
を
把
握
し
、
眺
望
ラ
イ
ン

の
保
全
に
必
要
な
高
度
地
区
の
導
入
を
検

討
す
る
た
め
の
調
査
を
行
う
」
と
答
え
た
。
 

◆
消
防
費
 

　
「
新
た
に
設
置
さ
れ
る
高
度
救
助
隊
と
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消
防
二
輪
車
の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
」
と

の
質
疑
が
あ
り
、
「
高
度
救
助
隊
は
、
制

度
改
正
に
よ
り
中
核
市
規
模
以
上
の
消
防

本
部
に
設
置
す
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の
で
、

地
中
音
響
探
査
機
や
夜
間
暗
視
装
置
な
ど

の
各
種
救
助
資
機
材
を
備
え
、
よ
り
高
度

な
教
育
を
受
け
た
隊
員
で
編
成
さ
れ
る
。

本
市
で
は
、
平
成
２０
年
度
の
中
消
防
署
本

署
の
救
助
工
作
車
の
更
新
に
合
わ
せ
設
置

す
る
。
ま
た
、
大
規
模
地
震
に
よ
る
被
害

は
広
範
囲
に
わ
た
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
、

被
害
現
場
の
状
況
を
よ
り
迅
速
に
把
握
す

る
た
め
に
、
小
回
り
の
利
く
消
防
二
輪
車

を
導
入
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
火
災
の
発

生
状
況
、
負
傷
者
の
状
況
、
建
物
の
倒
壊

状
況
、
道
路
状
況
な
ど
の
各
種
情
報
を
収

集
し
本
部
に
連
絡
す
る
こ
と
が
で
き
、
よ

り
高
度
な
消
防
活
動
が
期
待
で
き
る
」
と

答
え
た
。
 

  ◆
市
民
休
養
施
設
桑
谷
山
荘
 

　
「
指
定
管
理
委
託
料
が
前
年
度
に
比
べ

８
０
０
万
円
ほ
ど
の
減
額
と
な
っ
て
い
る

が
、
そ
の
理
由
は
」
と
の
質
疑
に
対
し
、

「
事
業
収
入
に
お
い
て
１
４
０
万
円
の
増

加
を
見
込
ん
だ
こ
と
と
、
指
定
管
理
者
内

の
組
織
の
見
直
し
な
ど
に
よ
り
人
件
費
を

４
４
０
万
円
減
額
す
る
と
と
も
に
、
更
な

る
コ
ス
ト
削
減
に
取
り
組
ん
だ
結
果
で
あ

る
」
と
答
え
た
。
 

◆
下
水
道
 

　
「
下
水
道
災
害
対
応
ト
イ
レ
は
、
災
害

時
に
市
民
が
不
自
由
な
く
使
用
で
き
る
よ

う
避
難
場
所
に
設
置
さ
れ
て
き
た
が
、
こ

れ
ま
で
の
設
置
状
況
と
今
後
の
計
画
に
つ

い
て
伺
う
」
と
の
質
疑
が
あ
り
、
「
避
難

場
所
と
な
る
公
園
や
学
校
を
中
心
に
１０
年

度
か
ら
整
備
を
進
め
て
お
り
、
１９
年
度
末

ま
で
に
１３
カ
所
、
１
２
５
基
の
ト
イ
レ
を

設
置
し
た
。
２０
年
度
も
新
た
に
４
カ
所
、
 

３５
基
の
設
置
を
予
定
し
て
い
る
。
な
お
、

設
置
に
つ
い
て
は
下
水
道
が
整
備
さ
れ
た

地
域
の
中
で
、
地
元
の
要
望
や
全
体
の
バ

ラ
ン
ス
な
ど
も
考
慮
し
て
実
施
し
て
い
る
。

今
後
も
地
域
防
災
計
画
と
の
整
合
性
を
図

り
な
が
ら
整
備
拡
大
に
努
め
て
い
き
た
い
」

と
答
え
た
。
 

◆
国
民
健
康
保
険
事
業
 

　
「
医
療
制
度
改
革
に
よ
っ
て
保
険
者
に

義
務
付
け
ら
れ
た
特
定
健
康
診
査
及
び
特

定
保
健
指
導
の
対
象
者
へ
の
周
知
方
法
に

つ
い
て
伺
う
。
国
は
２４
年
に
お
い
て
６５
％

の
受
診
率
を
目
標
と
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、

目
標
に
達
し
な
い
場
合
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー

な
ど
は
あ
る
の
か
。
ま
た
、
現
在
の
国
民

健
康
保
険
加
入
者
の
基
本
健
康
診
査
の
受

診
率
は
」
と
の
質
疑
が
あ
り
、
「
対
象
者

に
は
特
定
健
康
診
査
の
案
内
文
を
直
接
郵

送
し
受
診
を
呼
び
か
け
て
い
く
。
そ
れ
で

も
な
お
受
診
さ
れ
な
い
場
合
は
、
再
度
個

人
宛
て
に
受
診
勧
奨
を
行
っ
て
い
く
。
国

が
示
す
指
針
に
沿
っ
て
保
険
者
が
定
め
る

特
定
健
診
等
実
施
計
画
の
達
成
状
況
に
よ

っ
て
、
２５
年
度
以
降
の
後
期
高
齢
者
支
援

金
が
、
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
１０
％
の
範
囲
内

で
加
算
減
算
が
行
わ
れ
る
と
聞
い
て
い
る
。

具
体
的
な
算
定
方
法
は
今
後
決
ま
っ
て
く

る
が
、
国
民
健
康
保
険
財
政
に
と
っ
て
は

大
き
な
影
響
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

ま
た
、
１８
年
度
の
基
本
健
康
診
査
の
受
診

率
は
、
４０
歳
か
ら
７４
歳
で
、
３９
・
８
％
で

あ
る
」
と
答
え
た
。
 

  ◆
病
院
事
業
 

　
「
職
員
が
５６
人
増
員
さ
れ
る
が
、
そ
の

内
訳
は
」
と
の
質
疑
が
あ
り
、
「
医
師
３９

人
、
医
療
技
術
員
２
人
、
看
護
師
１３
人
、

技
能
業
務
職
員
が
３
人
増
員
さ
れ
、
行
政

職
員
は
１
人
の
減
と
な
る
。
医
師
３９
人
の

増
員
の
う
ち
３４
人
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

嘱
託
職
員
と
し
て
勤
務
す
る
専
攻
医
を
正

規
の
職
員
に
す
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ

る
」
と
答
え
た
。
 

　
更
に
、
「
研
究
研
修
費
の
増
額
の
理
由

は
」
と
の
質
疑
が
あ
り
、
「
当
院
は
、
臨

床
研
修
指
定
病
院
と
し
て
医
師
の
専
門
知

識
や
技
術
の
向
上
に
力
を
注
い
で
い
る
。

研
修
医
は
そ
う
い
っ
た
技
術
の
向
上
を
目

指
し
て
当
院
で
研
究
し
て
い
る
と
い
う
面

が
あ
り
、
研
修
医
や
専
攻
医
の
学
会
で
の

発
表
機
会
を
増
や
す
と
と
も
に
、
講
習
や

研
修
へ
の
参
加
を
増
や
す
た
め
に
旅
費
を

増
額
し
て
い
る
。
ま
た
、
学
会
の
参
加
費

は
今
ま
で
は
個
人
負
担
で
あ
っ
た
が
、
医

師
の
教
育
環
境
改
善
の
た
め
に
必
要
な
措

置
と
し
て
全
額
公
費
負
担
と
す
る
こ
と
と

し
、
研
究
雑
費
も
増
額
し
た
」
と
答
え
た
。
 

◆
水
道
事
業
 

　
「
現
在
、
配
水
管
の
鋳
鉄
管
敷
設
替
え

を
進
め
て
い
る
が
、
完
了
は
い
つ
か
。
ま

た
、
火
事
で
消
火
栓
を
使
用
す
る
と
近
隣

に
赤
水
が
出
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
敷

設
替
え
に
よ
り
解
消
さ
れ
る
の
か
」
と
の

質
疑
が
あ
り
、
「
水
道
創
設
時
の
昭
和
７

年
か
ら
３０
年
代
に
か
け
て
敷
設
さ
れ
た
鋳

鉄
管
は
内
面
に
さ
び
を
防
ぐ
処
理
が
さ
れ

て
い
な
い
た
め
、
さ
び
が
発
生
し
赤
水
の

原
因
と
な
る
。
ま
た
、
継
ぎ
手
部
分
が
弱

く
耐
震
性
も
低
い
た
め
、
平
成
１１
年
度
よ

り
計
画
的
に
敷
設
替
え
を
行
っ
て
い
る
。
 

１９
年
度
末
の
進
捗
率
は
５４
％
で
あ
り
、
２５

年
度
の
完
了
を
目
標
に
し
て
進
め
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
消
火
栓
使
用
に
よ
る
赤
水

の
発
生
が
抑
制
さ
れ
る
」
と
答
え
た
。
 

５ 

○平成20年度予算の質疑 

◇
特
別
会
計
 

◇
企
業
会
計
 

し
ん
ち
ょ
く
 

ち
ゅ
う
て
つ
 



６ 

平
成
２０
年
度
　
当
初
予
算
の
主
な
事
業 

・公共交通利用促進事業 

・まちバス運行事業 

・バス路線対策費 

・バスネットワーク構築事業 

・藤川地区整備推進事業 

・東岡崎駅周辺地区整備推進事業 

・東海地震等防災対策事業 

・街路・道路新設改良事業 

・橋りょう新設改良・修繕事業 

・河川改修事業 

・水辺環境整備事業 

・岡崎駅東土地区画整理事業 

・交通安全対策事業 

・消防署出張所整備事業 

 

・岡崎げんき館整備運営事業 

・災害時要援護者支援事業 

・日中一時支援事業 

・児童育成センター建設事業 

・子育て支援の充実 

・保育園園舎整備事業 

・高齢者医療事業 

・子ども医療助成事業 

・特定高齢者把握事業 

・子ども発達サポート事業 

・妊婦健診補助事業 

・新生児聴覚検査補助事業 

・食育推進事業 

・災害拠点病院の機能充実 

 

・新一般廃棄物中間処理施設建設事業 

・地球温暖化対策事業 

・水環境創造プラン推進事業 

・動物総合センター事業 

・水とみどりの森の駅事業 

１　安全で住みよいまちづくり 
　　（都市基盤の整備） 

３　快適で環境にやさしいまちづくり 
　　（都市環境の整備） 

２　安心して暮らせる人にやさしいまちづくり 
　　（保健医療福祉の充実） 

予算額  千円 

 

１６，０００ 

８０，５００ 

１２５，２６２ 

６０，９００ 

７３，０００ 

５２，１１５ 

７０，７８９ 

１，２５７，２２１ 

５８４，９３４ 

９５０，５３６ 

３０，０００ 

１，１０３，６９５ 

２６９，６０６ 

２８０，４３３ 

 

 

 

４３７，０８６ 

３，４４１ 

５１，７５９ 

４８，８９３ 

５，９５０，０４４ 

１５７，６５０ 

４，６７５，０８５ 

１，５５５，２５５ 

１８１，１７０ 

２３，７８０ 

２０６，８３８ 

７，５６４ 

１２，７０５ 

４４１，７７６ 

 

 

 

３，０３８，９３３ 

４１，０００ 

３，２８９ 

２６７，１６３ 

１５３，１９６ 

 

・岡崎（城址）公園、南公園、岡崎中央総合公園 

　整備事業 

・大門河川緑地整備事業 

・市営住宅建設事業 

・下水道事業の主な取り組み 

・水道事業の主な取り組み 

 

・地域交流センター建設事業 

・岡崎げんき館市民会議事業 

・暮らしの防犯対策事業 

・国際交流推進事業 

・都市交流事業 

 

・図書館交流プラザ事業 

・シビックセンター自主事業 

・美術博物館企画展事業 

・地域文化広場企画展事業 

・小学校校舎等整備事業 

・中学校校舎等整備事業 

・いのちの教育アクションプラン推進事業 

 

・特色ある学校づくり推進事業 

・放課後対策事業 

・旧本多邸復元活用事業 

 

・若年者職業的自立支援事業 

・観光基本計画推進事業 

・くらがり渓谷整備事業 

・林業振興事業 

・農地・水・環境保全向上対策事業 

 

・総合計画策定事業 

・問合せ支援システム整備事業 

４　信頼とふれあいのまちづくり 
　　（地域社会の充実） 

５　文化の薫る人間性豊かなまちづくり 
　　（教育文化の振興） 

６　活力とにぎわいのあるまちづくり 
　　（産業の振興） 

７　計画推進のために 

予算額  千円 

 

７２９，９００ 

８９，６６３ 

３１９，５５６ 

６，５１７，８０４ 

３，４０６，７９９ 

 

 

 

３２，９４７ 

９，６５４ 

５０，９８７ 

９，８０２ 

２，４８５ 

 

 

 

１，５８４，７４９ 

２２，８００ 

１３４，７７１ 

４１，６７３ 

７９８，６７３ 

６０７，６１０ 

 

１８，３７３ 

１４，４００ 

１２，５０７ 

３９，９５８ 

 

 

 

１，７００ 

１８，８４８ 

８６，６３５ 

２０３，５６０ 

２６，０４１ 

 

 

１３，６６４ 

３３，０７５ 

○主な事業 



平 
成 
２０ 
年 
度 
当 
初 
予 
算 
以 
外 
の 
議 
案 

平
成
１９
年
度
補
正
予
算
 

３
月
補
正
後
の
予
算
額
 

一般会計　　1,159億7,498万円 
（3月補正額　　　 　　 ４億８，１２５万円） 

特別会計　　1,029億5,269万円 
（3月補正額　　　 　　１９億６，８９２万円） 

企業会計　　 297億2,541万円 
（3月補正額　　　 　　 ３億９，６９１万円） 

計　　　　　2,486億5,308万円 
（3月補正額　　 　　　２８億４，７０８万円） 

市民病院周産期センター 

    
包
括
外
部
監
査
人
の
監
査
を
受
け
る
と

と
も
に
監
査
の
結
果
に
関
す
る
報
告
書
の

提
出
を
受
け
る
契
約
を
行
う
も
の
。
 

質
疑
　
同
一
人
が
継
続
し
て
監
査
人
と
な

る
が
、
そ
の
メ
リ
ッ
ト
は
。
ま
た
、
過
去

の
監
査
指
摘
事
項
は
ど
の
よ
う
に
反
映
さ

れ
て
い
る
か
。
 

答
弁
　
同
一
人
が
監
査
を
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
本
市
に
対
す
る
知
識
が
蓄
積
さ
れ
、

き
め
細
や
か
な
実
施
が
期
待
で
き
る
。
ま

た
、
そ
れ
ま
で
の
監
査
内
容
や
方
法
を
検

証
し
た
う
え
で
契
約
す
る
こ
と
も
可
能
と

な
る
。
過
去
の
指
摘
事
項
に
対
し
て
は
、

委
託
業
務
に
お
い
て
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
標
準

契
約
書
を
作
成
す
る
な
ど
、
改
善
に
向
け

て
着
実
な
措
置
が
と
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

今
後
の
公
会
計
制
度
導
入
に
関
し
て
も
重

要
な
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
 

   ◇
市
営
住
宅
条
例
及
び
特
定
公
共
賃
貸
住

宅
条
例
 

　
市
営
住
宅
及
び
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
へ

の
暴
力
団
員
の
入
居
を
制
限
す
る
も
の
。
 

▼
平
成
２０
年
４
月
１
日
施
行
 

質
疑
　
暴
力
団
員
で
あ
る
こ
と
を
判
断
す

る
方
法
と
、
判
明
し
た
場
合
の
対
応
策
に

つ
い
て
伺
う
。
 

答
弁
　
入
居
申
し
込
み
の
際
や
既
存
入
居
 

者
に
よ
る
迷
惑
行
為
が
あ
っ
た
時
な
ど
、

疑
わ
し
い
と
思
わ
れ
る
場
合
に
愛
知
県
警

へ
照
会
し
判
断
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
暴
力

団
員
と
判
明
し
た
場
合
は
、
自
主
退
去
、

あ
る
い
は
暴
力
団
か
ら
の
脱
会
を
お
願
い

し
て
い
く
。
ま
た
、
不
正
行
為
及
び
住
民

や
職
員
に
対
す
る
恫
喝
な
ど
を
行
い
、
市

と
の
信
頼
関
係
が
損
な
わ
れ
る
よ
う
な
場

合
に
は
、
住
宅
の
明
け
渡
し
請
求
を
行
っ

て
い
く
。
 

◇
市
民
病
院
の
料
金
に
関
す
る
条
例
 

　
医
療
に
係
る
料
金
を
見
直
す
も
の
。
 

１
　
助
産
料
　
１
件
に
つ
き
１１
万
円
〜
１３

万
円
（
出
産
日
時
の
区
分
に
よ
る
）
 

２
　
新
生
児
育
児
介
助
料
　
１
日
に
付
き

７
０
０
０
円
 

▼
平
成
２０
年
７
月
１
日
施
行
（
掲
載
分
）
 

質
疑
　
助
産
料
を
改
定
す
る
理
由
に
つ
い

て
伺
う
。
 

答
弁
　
市
民
病
院
の
助
産
料
が
低
料
金
で

あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
岡
崎
地
域
以
外
の

方
が
市
民
病
院
で
出
産
す
る
ケ
ー
ス
が
増

加
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
岡
崎
市
民

が
安
心
し
て
出
産
で
き
な
く
な
る
こ
と
が

懸
念
さ
れ
る
状
況
に
な
っ
て
い
る
た
め
、

他
の
公
立
医
療
機
関
と
同
程
度
の
料
金
に

改
定
す
る
。
 

   ◇
後
期
高
齢
者
医
療
条
例
 

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
創
設
に
伴
い
、

必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
。
 

▼
平
成
２０
年
４
月
１
日
施
行
 

質
疑
　
各
地
で
説
明
会
を
開
催
し
て
き
た

が
、
今
後
の
市
民
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に

は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。
 

答
弁
　
対
象
者
に
は
３
月
１４
日
に
保
険
証

を
発
送
し
て
お
り
、
４
月
中
旬
に
は
年
金

か
ら
の
保
険
料
引
き
落
と
し
が
始
ま
る
。

こ
れ
に
よ
り
問
い
合
わ
せ
の
増
加
が
予
想

さ
れ
る
た
め
、
３
月
１８
日
か
ら
市
役
所
福

祉
会
館
１
階
に
相
談
窓
口
を
開
設
す
る
。

こ
の
窓
口
に
は
相
談
員
６
人
と
端
末
機
３

台
を
配
置
し
て
、
多
数
の
相
談
に
対
応
し

て
い
き
た
い
。
 

◇
水
を
守
り
育
む
条
例
 

　
健
全
な
水
循
環
に
関
す
る
施
策
の
基
本

的
事
項
を
定
め
る
も
の
。
 

▼
平
成
２０
年
４
月
１
日
施
行
 

質
疑
　
こ
の
条
例
は
理
念
条
例
で
あ
る
が
、

実
効
性
に
つ
い
て
伺
う
。
 

答
弁
　
健
全
な
水
循
環
の
確
保
と
い
う
考

え
方
を
取
り
入
れ
て
全
国
に
先
駆
け
て
制

定
す
る
条
例
で
あ
る
が
、
具
体
的
な
計
画

は
水
環
境
創
造
プ
ラ
ン
で
定
め
て
い
る
。

今
後
は
、
条
例
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
る
水

循
環
推
進
協
議
会
で
計
画
の
見
直
し
や
進

捗
管
理
を
行
い
、
確
実
に
水
施
策
を
推
進

し
て
い
く
。
 

◇
自
然
環
境
保
全
条
例
 

　
自
然
環
境
の
保
全
及
び
創
出
に
つ
い
て

必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
。
 

▼
平
成
２０
年
１０
月
１
日
施
行
 

質
疑
　
こ
の
条
例
の
中
で
特
徴
的
な
内
容

は
何
か
。
 

答
弁
　
本
市
の
健
全
な
生
態
系
を
確
保
す

る
た
め
に
保
護
区
や
貴
重
種
・
移
入
種
を

指
定
し
、
行
為
の
規
制
を
設
け
て
い
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
に
関
す
る
違
反
行
為
に
対

し
て
は
罰
金
を
科
す
罰
則
規
定
も
設
け
て

い
る
。
 

７ 

○議案の説明と質疑 

包
括
外
部
監
査
契
約
 

条
例
の
一
部
改
正
 

条
例
の
制
定
 

ど
う
か
つ
 



討 

論 

本
会
議
最
終
日
に
各
委
員
会
審

査
の
委
員
長
報
告
を
受
け
て
、

各
会
派
が
賛
成
、
反
対
の
意
見

を
述
べ
、
賛
同
を
求
め
ま
し
た
。
 

市
長
提
出
議
案
 

男川浄水場 

８ 

○
『
平
成
２０
年
度
一
般
会
計
予
算
』
 

　

自
民
清
風
会

は
、「
『
安
全
・
安
心

で
活
気
に
満
ち
た
ま
ち
づ
く
り
予
算
』
と

さ
れ
た
平
成
２０
年
度
予
算
に
は
、
安
全
・

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
、
都
市
基
盤
の
整
備
、

子
育
て
支
援
、
教
育
文
化
の
振
興
と
い
う

４
項
目
の
重
点
事
項
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

全
体
と
し
て
は
２１
年
度
を
初
年
度
と
す
る

第
６
次
総
合
計
画
の
策
定
を
視
野
に
入
れ

た
個
別
事
業
の
基
本
調
査
や
、
将
来
計
画

に
関
す
る
取
り
組
み
が
多
く
、
２０
年
度
は

本
市
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト
に
な
る
も
の
と

期
待
す
る
」
と
意
見
を
述
べ
、
賛
成
し
た
。
 

　

ゆ
う
あ
い
　

は
、「
郊
外
地
区
や
中

山
間
地
区
か
ら
市
民
病
院
へ
向
け
た
バ
ス

の
実
証
運
行
を
行
う
な
ど
、
交
通
弱
者
の

救
済
や
安
全
で
住
み
良
い
快
適
な
交
通
社

会
の
構
築
を
推
進
す
る
施
策
が
計
画
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
特
別
会
計
も
含
め
そ
れ

ぞ
れ
細
部
に
わ
た
り
き
め
細
や
か
な
予
算

化
が
さ
れ
て
い
る
。
執
行
に
当
た
っ
て
は
、

無
駄
を
な
く
し
節
減
に
努
め
る
よ
う
要
望

す
る
」
と
意
見
を
述
べ
、
賛
成
し
た
。
 

　

公
明
党

は
、「
子
ど
も
医
療
費
の
無

料
化
の
拡
大
は
長
年
要
望
し
て
き
た
こ
と

で
あ
り
評
価
す
る
。
ま
た
、
げ
ん
き
館
内

で
は
待
望
の
子
ど
も
発
達
サ
ポ
ー
ト
事
業

が
実
施
さ
れ
る
が
、
十
分
な
体
制
に
よ
る

親
切
丁
寧
な
対
応
を
要
望
し
て
お
く
。
歳

入
に
つ
い
て
は
、
景
気
の
先
行
き
が
不
透

明
な
中
で
、
市
民
生
活
に
直
結
し
た
施
策

展
開
の
た
め
の
財
源
確
保
に
向
け
て
努
力

し
て
お
り
評
価
す
る
」
と
意
見
を
述
べ
、

賛
成
し
た
。
 

　

日
本
共
産
党
岡
崎
市
議
団

は
、「
行

政
評
価
制
度
と
公
会
計
制
度
の
導
入
は
、

利
益
を
追
及
し
な
い
市
の
財
政
処
理
に
は

な
じ
ま
な
い
。
ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療

は
、
高
齢
者
に
差
別
医
療
や
保
険
料
を
新

た
に
課
す
も
の
で
あ
り
、
障
害
者
自
立
支

援
法
も
根
本
的
な
見
直
し
で
な
く
、
市
独

自
の
減
免
制
度
も
作
ら
れ
て
い
な
い
」
と

し
、
反
対
し
た
。
 

　

民
主
ク
ラ
ブ

は
、「
大
型
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
完
成
の
影
響
に
よ
り
、
国
庫
補
助
金

や
市
債
な
ど
が
減
額
し
て
い
る
が
、
市
税

な
ど
は
増
額
を
見
込
む
こ
と
が
で
き
た
。

結
果
と
し
て
昨
年
度
に
比
べ
３２
億
円
の
歳

入
減
と
な
っ
た
が
、
平
常
の
年
の
予
算
と

し
て
は
し
っ
か
り
し
た
も
の
だ
と
認
識
す

る
。
歳
出
も
安
全
・
安
心
予
算
と
し
て
均

衡
が
取
れ
て
い
る
」
と
意
見
を
述
べ
、
賛

成
し
た
。
 

○
『
平
成
２０
年
度
病
院
事
業
会
計
予
算
』
 

　

ゆ
う
あ
い
　

は
、「
患
者
数
の
減
少

に
伴
う
収
益
の
減
少
も
見
ら
れ
る
が
、
医

師
公
舎
借
り
上
げ
礼
金
や
研
修
費
の
増
額

な
ど
に
よ
り
医
師
の
確
保
に
努
め
て
い
る
。

ま
た
、
第
三
次
救
急
医
療
を
担
う
中
核
的

総
合
病
院
と
し
て
の
医
療
水
準
を
確
保
し
、

多
様
化
す
る
患
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た

め
の
医
療
機
器
の
充
実
も
図
っ
て
い
る
」

と
意
見
を
述
べ
、
賛
成
し
た
。
 

　

公
明
党

は
、「
嘱
託
の
専
攻
医
を
正

規
職
員
に
す
る
こ
と
な
ど
、
身
分
の
安
定

を
図
る
こ
と
に
よ
る
医
師
の
環
境
改
善
を

進
め
て
い
る
。
医
師
の
確
保
策
と
し
て
は
、

将
来
に
わ
た
り
信
頼
さ
れ
る
病
院
の
体
制

を
作
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
今
後
の
努

力
を
期
待
す
る
」
と
意
見
を
述
べ
、
賛
成

し
た
。
　
　
　
 

　

日
本
共
産
党
岡
崎
市
議
団

は
、「
医

師
の
確
保
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
中
で
、

専
攻
医
の
正
規
職
員
化
や
産
婦
人
科
医
師

の
増
員
を
進
め
た
こ
と
は
、
医
療
職
の
過

重
労
働
の
解
消
と
し
て
も
評
価
で
き
る
。

し
か
し
、
今
回
は
助
産
費
な
ど
の
大
幅
な

引
き
上
げ
が
あ
る
」
と
し
、
反
対
し
た
。

　

民
主
ク
ラ
ブ

は
、「
全
国
的
に
厳
し
 

い
状
況
に
あ
る
中
で
医
師
と
看
護
師
の
増

員
を
果
た
し
て
お
り
心
強
く
感
じ
る
。更

に
経
営
改
革
に
も
努
め
ら
れ
、市
民
の
命

と
健
康
を
守
る
病
院
と
し
て
更
な
る
前
進

を
期
待
す
る
」と
意
見
を
述
べ
、賛
成
し
た
。 

○
『
平
成
２０
年
度
水
道
事
業
会
計
予
算
』
 

　

ゆ
う
あ
い
　

は
、「
水
道
ビ
ジ
ョ
ン

の
策
定
が
１０
年
計
画
で
ス
タ
ー
ト
す
る
が
、

水
道
料
金
収
入
の
大
幅
増
を
見
込
む
こ
と

が
で
き
な
い
中
で
の
経
営
戦
略
や
、
今
後

に
取
り
組
む
べ
き
施
策
を
策
定
す
る
も
の

だ
と
理
解
す
る
。
ま
た
、
現
状
に
お
い
て

も
鋳
鉄
管
の
敷
設
替
え
や
施
設
の
耐
震
補

強
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
事
業
に
尽
力
し

て
い
る
」
と
意
見
を
述
べ
、
賛
成
し
た
。
 

　

公
明
党

は
、「
男
川
浄
水
場
の
大
規

模
更
新
に
備
え
、
徹
底
し
た
コ
ス
ト
削
減

を
行
っ
て
財
源
を
確
保
す
る
よ
う
要
望
す

る
。
ま
た
、
今
後
の
方
向
性
や
具
体
的
な

施
策
を
計
画
的
に
実
行
し
て
い
く
た
め
の

水
道
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
に
よ
り
、
安
全
で

安
心
な
水
の
安
定
供
給
に
一
層
努
め
て
ほ

し
い
」
と
意
見
を
述
べ
、
賛
成
し
た
。
 

　

日
本
共
産
党
岡
崎
市
議
団

は
、「
料

金
改
定
時
の
計
画
で
は
毎
年
５
億
円
と
し

て
い
た
男
川
浄
水
場
改
修
事
業
の
積
立
金

が
９
億
５
８
０
０
万
円
計
上
さ
れ
て
い
る
。

命
に
か
か
わ
る
水
道
料
金
は
で
き
る
だ
け

安
く
す
べ
き
で
あ
り
、
余
剰
金
は
積
み
立

て
よ
り
も
料
金
の
引
き
下
げ
に
使
う
べ
き

で
あ
る
」
と
し
、
反
対
し
た
。
　
 

　

民
主
ク
ラ
ブ

は
、「
震
災
を
想
定
し
 

て
、
主
要
施
設
や
避
難
所
に
通
じ
る
導
水

管
の
耐
震
化
を
新
た
に
加
え
て
い
る
。
給

水
収
益
の
大
幅
な
拡
大
は
難
し
い
状
況
で

あ
る
の
で
、
経
費
節
減
や
将
来
を
見
据
え

た
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
に
よ
っ
て
、
お

い
し
く
て
安
全
な
水
道
水
の
供
給
に
努
め

て
も
ら
い
た
い
」
と
意
見
を
述
べ
、
賛
成

し
た
。 

 

２１ 

２１ 

２１ 

○討論 



９ 

○議案・請願・陳情審議結果 

市長提出議案（平成19年度分） 
損害賠償の額を定める専決処分 
防災拠点施設整備基金条例の廃止 
市の債権の管理に関する条例の制定 
康生地区拠点整備基金条例の廃止 
図書館建設基金条例の廃止 
平成19年度一般会計補正予算（第４号） 
平成19年度市民休養施設桑谷山荘特別会計補正予算（第１号） 
平成19年度下水道特別会計補正予算（第２号） 
平成19年度駐車場事業特別会計補正予算（第２号） 
平成19年度土地区画整理事業清算金特別会計補正予算（第１号） 
平成19年度簡易水道事業特別会計補正予算（第２号） 
平成19年度農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号） 
平成19年度競艇事業特別会計補正予算（第２号） 
平成19年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） 
平成19年度老人保健特別会計補正予算（第２号） 
平成19年度介護保険特別会計補正予算（第３号） 
平成19年度継続契約集合支払特別会計補正予算（第１号） 
平成19年度病院事業会計補正予算（第４号） 
平成19年度水道事業会計補正予算（第２号） 
市長提出議案（平成20年度分） 
包括外部監査契約 
公の施設に係る指定管理者の指定の変更（市民会館、甲山閣、せきれいホール、竜美丘会館） 
公の施設に係る指定管理者の指定の変更（市民休養施設桑谷山荘） 
市道路線の廃止 
市道路線の認定 
工事請負に関する契約（市道上青野合歓木線〔矢作川堤防リフレッシュ道路〕函渠工事の委託） 
公の施設に係る指定管理者の指定の変更（巽閣、葵松庵、城南亭、岡崎城二の丸能楽堂、岡崎城、三河 
武士のやかた家康館、岡崎公園駐車場、市民プール、南公園交通広場、南公園遊戯施設、南公園庭球場） 
公の施設に係る指定管理者の指定の変更（中央総合公園スポーツ施設） 
公の施設に係る指定管理者の指定の変更（吹矢駐車場、康生地下駐車場） 
市長の選挙におけるビラの作成の公営に関する条例の制定 
市議会政務調査費の交付に関する条例の一部改正 
市職員の自己啓発等休業に関する条例の制定 
地方公務員の育児休業等に関する法律の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定 
市職員定数条例の一部改正 
市職員の給与に関する条例の一部改正 
昭和61年度以降における退隠料等の年額の改定に関する条例の一部改正 
昭和61年度以後における退職年金等の額の改定に関する条例の一部改正 
市職員の公益法人等への派遣に関する条例の一部改正 
市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正 
市税条例の一部改正 
市民会館条例等の一部改正 
国民健康保険条例の一部改正 
児童育成センター条例の一部改正 
後期高齢者医療条例の制定 
介護保険条例の一部改正 
水を守り育む条例の制定 
自然環境保全条例の制定 
市営モーターボート競走条例の一部改正 
中小企業構造高度化奨励条例の一部改正 
農業委員会の部会に関する条例の一部改正 
道路の占用に関する条例の一部改正 
市営住宅条例及び特定公共賃貸住宅条例の一部改正 
手数料条例の一部改正 
下水道条例の一部改正 
市民病院の料金に関する条例の一部改正 
額田宮崎診療所条例及び額田北部診療所条例の一部改正 
額田北部診療所特別会計条例の一部改正 
市立公民館条例及び市民センター使用料条例の一部改正 
少年愛護センター条例及び青少年センター条例の一部改正 
平成20年度一般会計予算 
平成20年度市民休養施設桑谷山荘特別会計予算 
平成20年度下水道特別会計予算 
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民
主
ク
ラ
ブ 

日
本
共
産
党 

会派別賛否 
（○賛成、×反対） 議案・請願・陳情審議結果  3月定例会 

採
決
結
果

 

件　　　　　　名 

公

明

党

 

ゆ
う
あ
い
２１
 

自
民
清
風
会 



１０ 

意見を付して議長に報告 
することとした。 

○議案・請願・陳情審議結果 

市長提出議案（平成20年度分） 
平成20年度駐車場事業特別会計予算 
平成20年度土地区画整理事業清算金特別会計予算 
平成20年度簡易水道事業特別会計予算 
平成20年度農業集落排水事業特別会計予算 
平成20年度競艇事業特別会計予算 
平成20年度国民健康保険事業特別会計予算 
平成20年度老人保健特別会計予算 
平成20年度後期高齢者医療特別会計予算 
平成20年度介護保険特別会計予算 
平成20年度継続契約集合支払特別会計予算 
平成20年度地域汚水処理施設特別会計予算 
平成20年度額田北部診療所特別会計予算 
平成20年度母子寡婦福祉資金貸付事業特別会計予算 
平成20年度豊富財産区特別会計予算 
平成20年度宮崎財産区特別会計予算 
平成20年度形埜財産区特別会計予算 
平成20年度病院事業会計予算 
平成20年度水道事業会計予算 
訴えの提起 
手数料条例の一部を改正する条例及び保健所の設置等に関する条例の一部を改正する条例の一部改正 
議員提出議案 
市議会委員会条例の一部改正 
請願 
水と緑・歴史と文化のまちづくり条例改正 
条例違反による事前協議結果通知 
国民健康保険の人間ドックおよびがん検診等への補助の存続を求めること 
陳情 
永住外国人への参政権付与を日本国政府に求める意見書を採択しないよう求めること 
自主共済制度の保険業法の適用除外を求める意見書の提出 
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民
主
ク
ラ
ブ 

日
本
共
産
党 

会派別賛否 
（○賛成、×反対） 採

決
結
果

 

件　　　　　　名 公

明

党

 
ゆ
う
あ
い
２１
 

自
民
清
風
会 

常

任

委

員

会

 

特

別

委

員

会

 

・環境家計簿 
・地球温暖化対策特別委員における環境 
　家計簿への取り組み 
・環境家計簿の実施について、他の議員 
　への働きかけを行うこと 

地球温暖化対策特別委員会 
・地球温暖化対策 
・委員会の今後の取り組み 

 
２月２１日 

東岡崎駅周辺整備検討特別委員会 

総務企画委員会 

議会運営委員会 

委員会の活動（1月～2月） 

３月定例会の運営 ２月２１日 

東岡崎駅周辺整備の現況 ２月２０日 
行財政改革検討特別委員会 
未収金の現状 １月１７日 

公共交通対策特別委員会 

バス路線対策の現状 １月３１日 

企業会計における未収金の現状と対策 ２月１８日 

都市計画マスタープラン全体構想骨子案 ２月１日 

げんき館 １月１１日 

２月１３日 

経済建設委員会 

福祉病院委員会 

観光振興施策について尾道市を、西野浄 
水場について三原市を調査 

１月２２日 
～２３日 

ひめじ防災プラザについて姫路市を、 
入札制度について広島市を調査 

１月２４日 
～２５日 すこやかプラザについて尼崎市を、市役 

所内障害者就労支援施設『作業所 時の 
わらし』、『福祉コンビニ』について明 
石市を調査 

１月２１日 
～２２日 第６次総合計画 ２月１９日 

２月５日 

環境教育委員会 
千葉市科学館について千葉市を、エコポリ 
スセンターについて板橋区を調査 
・水環境創造プラン 
・図書館交流プラザ 

１月２２日 
～２３日 

とき 



りぶら 

       　
　
　
１１
月
に
オ
ー
プ
ン
す
る
「
り
ぶ
ら
」

　
　
　
に
は
、
各
交
流
セ
ン
タ
ー
を
統
括

し
、
市
民
活
動
と
自
己
実
現
を
支
援
す
る

機
能
が
あ
る
と
聞
く
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
活
動
は
人
数
や
規
模
、

目
的
と
す
る
分
野
や
活
動
地
域
な
ど
様
々

で
あ
る
。
「
り
ぶ
ら
」
は
、
多
様
な
面
が

あ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
へ
の
活
動
支
援

を
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
く
の
か
。
 

　
　
　
現
在
、
市
民
活
動
情
報
ひ
ろ
ば
に

　
　
　
登
録
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
及

び
市
民
活
動
団
体
は
４
２
０
団
体
あ
り
、

本
市
は
市
民
活
動
団
体
助
成
金
や
市
民
活

動
総
合
保
障
制
度
な
ど
様
々
な
支
援
を
行

っ
て
い
る
。
今
後
は
「
り
ぶ
ら
」
が
市
民

活
動
支
援
の
中
心
的
な
機
能
と
役
割
を
果

た
せ
る
よ
う
、
生
涯
学
習
、
市
民
活
動
、

国
際
交
流
、
男
女
共
同
参
画
の
四
つ
の
機

能
を
統
合
し
た
市
民
活
動
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
に
総
合
窓
口
を
設
け
、
市
民
セ
ン
タ

ー
や
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
と
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
化
の
推
進
な
ど
市
民
活
動
の
支
援
を

積
極
的
に
進
め
た
い
。
ま
た
、
講
座
、
学

習
、
相
談
、
市
民
交
流
な
ど
の
市
民
活
動

の
総
合
調
整
を
積
極
的
に
推
進
し
、
そ
の

役
割
が
果
た
せ
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。
 

   　
　
　
透
明
な
行
財
政
改
革
の
推
進
が
叫

　
　
　
ば
れ
て
い
る
今
日
、
本
市
が
市
民

主
導
型
の
行
政
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
た

め
に
策
定
し
た
集
中
改
革
プ
ラ
ン
は
、
取

り
組
み
ご
と
に
指
標
が
設
定
さ
れ
、
分
か

り
や
す
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
５
年
間

の
集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
計
画
期
間
が
残
り

２
年
と
な
っ
た
が
、
進
捗
状
況
と
取
り
組

み
項
目
の
見
直
し
に
つ
い
て
伺
う
。
 

　
　
　
集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
策
定
に
お
い

　
　
　
て
は
、
内
容
や
目
的
を
明
確
化
す

る
た
め
目
標
値
は
で
き
る
限
り
数
値
で
表

す
こ
と
を
原
則
と
し
、
成
果
重
視
の
行
政
 

１１ 

市政のここが聞きたい 

代
表
質
問
 ３
月
定
例
会
で
は
、
会
派
を
代
表
し
て
、
市
政
の
課
題
や
重
要
事
業
な
ど
に
つ
い
て
 

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
な
お
、
太
字
の
質
問
項
目
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
 

●
自
民
清
風
会
 

・
市
長
２
期
目
の
総
括
と
今
後
の
取

　
り
組
み
 

・
平
成
２０
年
度
当
初
予
算
 

・
市
民
生
活
・
地
域
社
会
の
充
実
 

・
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
充
実
 

・
環
境
共
生
都
市
の
実
現
 

・
地
域
振
興
 

・
都
市
基
盤
・
生
活
基
盤
の
整
備
 

・
教
育
文
化
の
振
興
 

・
ま
ち
づ
く
り
基
本
政
策
推
進
 

●
ゆ
う
あ
い
２１
 

・
平
成
２０
年
度
予
算
編
成
と
今
後
の

　
財
政
見
通
し
 

・
行
財
政
改
革
 

・
中
核
市
移
行
５
年
の
総
括
と
課
題
 

・
第
６
次
総
合
計
画
 

・
主
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
 

・
市
民
協
働
 

・
主
要
施
設
（
新
設
）
の
役
割
 

・
福
祉
保
健
行
政
 

・
医
療
行
政
（
市
民
病
院
の
運
営
）
 

・
教
育
行
政
 

・
観
光
行
政
 

・
環
境
行
政
 

・
人
事
管
理
 

●
公
明
党
 

・
平
成
２０
年
度
予
算
と
財
政
運
営
 

・
第
６
次
総
合
計
画
 

 

・
子
育
て
支
援
の
充
実
 

・
障
害
者
・
高
齢
者
福
祉
の
充
実
 

・
保
健
医
療
の
充
実
 

・
都
市
基
盤
の
整
備
 

・
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
 

・
災
害
時
の
対
応
 

・
学
校
教
育
の
充
実
 

・
環
境
行
政
 

・
農
業
政
策
 

・
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
取
り
組
み
 

●
日
本
共
産
党
岡
崎
市
議
団
 

・
市
長
の
政
治
姿
勢
 

・
市
民
の
暮
ら
し
と
健
康
を
守
る
こ
と
 

・
生
活
環
境
の
整
備
、
地
域
経
済
の

　
振
興
 

・
憲
法
と
教
育
基
本
法
に
基
づ
く
教

　
育
と
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
 

・
平
和
行
政
 

●
民
主
ク
ラ
ブ
 

・
平
成
２０
年
度
の
本
市
予
算
編
成
 

・
平
成
２０
年
度
予
算
の
国
の
方
針
等

　
へ
の
対
応
 

・
快
適
で
住
み
よ
く
未
来
へ
響
く
ま

　
ち
づ
く
り
 

・
子
供
た
ち
が
生
き
生
き
と
夢
萌
る

　
教
育
の
実
践
と
文
化
薫
る
ま
ち
づ

　
く
り
 

・
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
人
に

　
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
 

 

自
民
清
風
会
 

■
中
根
　
勝
美
 

市
民
生
活
・
 

地
域
社
会
の
充
実
 

問 

都
市
基
盤
・
 

生
活
基
盤
の
整
備
 

問 

答 

答 

●代表質問 



東岡崎駅北口 

を
推
進
し
て
い
る
。
各
取
り
組
み
項
目
の
 

平
成
１８
年
度
の
実
績
は
、
完
了
３
％
、
計

画
以
上
が
２１
％
、
計
画
通
り
が
６２
％
で
、

計
画
未
満
の
取
り
組
み
が
１４
％
あ
る
こ
と

か
ら
、
計
画
期
間
中
に
取
り
組
む
べ
き
項

目
は
積
極
的
に
推
進
し
て
い
き
た
い
。
ま

た
、
集
中
改
革
プ
ラ
ン
は
、
毎
年
度
見
直

し
を
行
っ
て
お
り
、
１９
年
度
も
新
た
な
項

目
の
追
加
や
一
元
化
な
ど
の
改
訂
作
業
を

行
っ
て
い
る
。
 

   　
　
　
「
岡
崎
２１
世
紀
プ
ラ
ン
」
第
9
期

　
　
　
実
施
計
画
に
お
い
て
、
東
岡
崎
駅

周
辺
地
区
整
備
推
進
と
藤
川
地
区
整
備
が

市
街
地
整
備
の
主
要
事
業
に
挙
げ
ら
れ
て

い
る
。
両
地
区
の
整
備
計
画
と
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
に
つ
い
て
伺
う
。
 

　
　
　
東
岡
崎
駅
に
つ
い
て
は
用
地
を
現

　
　
　
在
よ
り
東
側
に
拡
大
し
、
２
層
式

で
の
整
備
を
予
定
し
て
い
る
。
一
般
車
や

バ
ス
な
ど
は
１
階
部
分
に
、
改
札
口
や
自

由
通
路
は
２
階
部
分
に
配
置
す
る
ペ
デ
ス

ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
と
な
る
計
画
で
あ
る
。
 

２０
年
度
に
は
周
辺
整
備
で
あ
る
ま
ち
づ
く

り
基
本
計
画
の
策
定
と
駅
前
広
場
の
設
計

に
着
手
し
、
２１
年
度
中
に
は
変
更
都
市
計

画
の
決
定
へ
と
進
め
て
い
き
た
い
。
藤
川

地
区
の
整
備
は
、
東
部
地
域
交
流
セ
ン
タ

ー
や
県
内
の
国
道
１
号
で
は
初
と
な
る
道

の
駅
の
建
設
及
び
周
辺
道
路
な
ど
の
基
盤

整
備
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
１９
年
度
に
は

市
民
参
加
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
５
回
開

催
し
、
基
本
計
画
を
策
定
し
た
。
今
後
は
、
 

２０
年
度
に
施
設
の
実
施
設
計
を
行
い
、
２３

年
度
に
は
建
設
工
事
に
着
手
し
た
い
。
 

       　
　
　
本
市
は
平
成
１５
年
４
月
に
中
核
市

　
　
　
に
移
行
し
、
移
譲
さ
れ
る
権
限
を

最
大
限
に
活
用
し
て
自
己
決
定
、
自
己
責

任
の
下
で
新
し
い
岡
崎
市
を
目
指
す
こ
と

と
な
っ
た
。
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
戦
略
を
策

定
し
て
目
指
す
べ
き
中
核
市
の
方
向
性
を

定
め
、
ど
の
よ
う
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
き
た
の
か
。
 

　
　
　
市
民
満
足
度
向
上
、
分
権
推
進
シ

　
　
　
ス
テ
ム
構
築
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
力

向
上
、
市
民
協
働
推
進
の
四
つ
の
戦
略
か

ら
な
る
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
戦
略
を
策
定
し
、

職
員
の
意
識
改
革
と
人
材
育
成
に
努
め
て

き
た
。
ま
た
、
県
か
ら
２
４
５
２
件
の
事

務
の
引
き
継
ぎ
と
事
務
処
理
特
例
条
例
に

基
づ
く
権
限
の
移
譲
を
受
け
、
市
民
に
身

近
な
と
こ
ろ
で
事
務
が
行
え
る
よ
う
努
め

て
い
る
。
し
か
し
、
都
市
計
画
決
定
な
ど

の
権
限
は
ま
だ
移
譲
さ
れ
て
お
ら
ず
、
専

門
的
な
知
識
を
持
っ
た
職
員
の
育
成
を
し

な
が
ら
、
引
き
続
き
財
源
の
移
譲
も
含
め

て
強
く
国
に
要
望
し
て
い
き
た
い
。
 

   　
　
　
第
６
次
総
合
計
画
策
定
の
中
間
報

　
　
　
告
で
は
、
市
内
を
八
つ
の
地
域
に

区
分
し
て
広
域
の
協
働
相
手
と
す
る
こ
と

や
、
市
民
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
を
主
体
と

し
た
市
民
自
治
の
実
現
な
ど
が
主
要
課
題

と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は

地
域
ご
と
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
組
織
を
立

ち
上
げ
、
相
応
の
役
割
と
権
限
を
移
譲
す

る
「
都
市
内
分
権
」
を
目
指
し
た
も
の
と

理
解
す
る
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
推
進
し

て
い
く
の
か
を
伺
う
。
 

　
　
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

　
　
　
体
に
加
え
、
企
業
や
大
学
に
ま
で

地
域
貢
献
の
動
き
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
新
し
い
市
民
協
働
の
仕
組
み
づ
く

り
に
よ
っ
て
本
市
ら
し
い
市
民
自
治
の
実

現
を
考
え
て
い
る
。
こ
れ
に
は
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
行
政
組
織
の
体
制
づ
く
り

が
必
要
と
さ
れ
る
た
め
、
現
在
の
町
内
会

や
小
学
校
区
を
範
囲
と
す
る
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
を
支
所
地
域
ま
で
拡
大
し
て
組

織
化
を
進
め
る
な
ど
、
方
向
性
や
課
題
を

把
握
し
な
が
ら
段
階
的
に
市
民
自
治
を
根

付
か
せ
た
い
。
ま
た
、
財
政
的
な
権
限
の

移
譲
を
含
め
、
自
治
力
に
応
じ
た
市
民
分

権
を
行
っ
て
い
く
こ
と
も
で
き
る
と
認
識

し
て
い
る
。
 

   　
　
　
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
関
す
る

　
　
　
基
本
計
画
で
は
、
地
域
ぐ
る
み
の

積
極
的
な
活
動
が
不
可
欠
と
さ
れ
て
お
り
、

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
は
「
り

ぶ
ら
」
を
中
心
に
、
地
域
が
一
体
と
な
っ

て
大
き
く
動
き
出
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
る
。
現
在
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
取
り
組

み
状
況
と
、
今
後
の
支
援
方
針
に
つ
い
て

伺
う
。
 

　
　
　
岡
崎
城
下
ま
ち
都
心
再
生
協
議
会

　
　
　
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
設
立
し
て

中
心
市
街
地
整
備
推
進
機
構
の
指
定
申
請

を
目
指
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
に
共
同

し
て
商
工
会
議
所
で
は
、
法
定
の
中
心
市

街
地
活
性
化
協
議
会
の
設
立
に
向
け
た
動

き
な
ど
が
あ
る
と
聞
い
て
お
り
、
本
市
と

し
て
は
そ
の
運
営
費
に
つ
い
て
補
助
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
今
後
は
、
 

１２ 

問 

答 

答 

問 

問 答 

答 

●代表質問 

ゆ
う
あ
い
２１
 

■
岡
崎
　
冨
雄
 

中
核
市
移
行
５
年
の
 

総
括
と
課
題
 

第
６
次
総
合
計
画
 

 主
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
 

問 ま
ち
づ
く
り
基
本
政
策
推
進
 



りぶら交流スペース（イメージ図） 

剥皮被害 

市民課窓口 

そ
う
し
た
機
構
な
ど
が
住
民
と
の
仲
立
ち

と
な
っ
て
地
域
が
明
確
な
目
標
を
持
っ
て

進
ん
で
い
く
場
合
に
は
、
２
年
ご
と
に
見

直
し
を
行
い
な
が
ら
、
段
階
的
な
支
援
を

積
極
的
に
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
 

       　
　
　
平
成
１８
年
度
に
設
置
さ
れ
た
交
通

　
　
　
政
策
会
議
に
よ
り
、
今
後
の
交
通

施
策
の
考
え
や
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て

検
討
が
進
め
ら
れ
、
２０
年
３
月
末
に
総
合

交
通
政
策
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
る
と
聞
い

て
い
る
。
交
通
政
策
を
展
開
し
て
い
く
中

で
検
証
や
見
直
し
も
必
要
と
考
え
る
が
、

今
後
の
事
業
展
開
と
交
通
政
策
会
議
の
存

続
に
つ
い
て
伺
う
。
　
 

　
　
　
今
後
の
交
通
政
策
事
業
は
、
名
鉄

　
　
　
バ
ス
の
廃
止
申
し
出
路
線
を
赤
字

補
填
に
よ
り
存
続
し
な
が
ら
、
新
規
制
度

で
あ
る
地
域
公
共
交
通
活
性
化
・
再
生
総

合
事
業
の
認
定
を
受
け
て
財
源
を
確
保
し
、

市
民
か
ら
の
要
望
が
強
い
バ
ス
路
線
の
整

備
や
地
域
内
交
通
の
整
備
な
ど
の
実
証
運

行
を
行
っ
て
い
き
た
い
。
し
か
し
、
事
業

認
定
に
は
２０
年
３
月
末
ま
で
に
法
定
協
議

会
を
設
置
し
、
事
業
を
こ
の
協
議
会
が
実

施
す
る
こ
と
が
条
件
で
あ
る
た
め
、
交
通

政
策
会
議
を
法
定
協
議
会
と
し
て
再
編
す

る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
公

共
交
通
は
市
民
生
活
に
必
要
不
可
欠
で
あ

る
た
め
、
市
民
と
の
協
働
に
よ
り
検
討
を

進
め
、
魅
力
あ
る
使
い
や
す
い
公
共
交
通

の
実
現
を
目
指
し
て
い
く
。
 

   　
　
　
中
山
間
地
域
で
は
野
生
生
物
に
よ

　
　
　
る
水
稲
や
野
菜
、
樹
木
の
剥
皮
被

害
な
ど
、
鳥
獣
被
害
が
深
刻
で
あ
る
。
被

害
防
止
計
画
を
策
定
し
た
市
町
村
に
都
道

府
県
知
事
の
鳥
獣
捕
獲
権
限
を
移
譲
す
る

と
と
も
に
、
必
要
な
財
政
措
置
も
と
ら
れ

る
と
し
た
鳥
獣
被
害
防
止
特
別
措
置
法
が

制
定
さ
れ
た
が
、
本
市
の
対
応
に
つ
い
て

伺
う
。
ま
た
、
東
三
河
方
面
で
は
、
２０
年

度
に
猿
害
対
策
に
有
効
と
さ
れ
る
モ
ン
キ

ー
ド
ッ
グ
が
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
実
施
さ

れ
る
が
、
本
市
の
見
解
は
。
 

　
　
　
鳥
獣
害
防
止
施
策
を
総
合
的
か
つ

　
　
　
効
果
的
に
実
施
す
る
た
め
、
被
害

防
止
計
画
を
速
や
か
に
作
成
し
て
、
鳥
獣

害
防
止
総
合
対
策
事
業
な
ど
の
補
助
事
業

を
導
入
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
 

ま
た
、
作
物
を
荒
ら
す
猿
を
追
い
払
う
よ

う
に
犬
を
訓
練
す
る
モ
ン
キ
ー
ド
ッ
グ
に

つ
い
て
は
、
モ
デ
ル
事
業
の
実
施
状
況
を

注
意
深
く
見
守
り
、
効
果
が
確
認
で
き
た

場
合
に
は
、
事
業
実
施
を
県
に
働
き
か
け

る
な
ど
し
て
い
き
た
い
。
 

   　
　
　
証
明
書
発
行
窓
口
は
東
庁
舎
に
移

　
　
　
転
後
、
同
一
フ
ロ
ア
で
か
つ
隣
り

合
う
窓
口
に
す
る
な
ど
利
便
性
の
向
上
が

図
ら
れ
た
が
、
複
数
の
証
明
を
必
要
と
す

る
場
合
は
並
び
直
し
と
な
る
。
こ
れ
を
改

善
す
る
こ
と
は
可
能
か
。
ま
た
、
勤
務
形

態
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
に
対
応

し
て
、
平
日
に
来
庁
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
人
の
た
め
に
窓
口
サ
ー
ビ
ス
を
拡
充
す

る
考
え
は
あ
る
か
。
 

　
　
　
窓
口
サ
ー
ビ
ス
は
、
市
民
に
分
か
 

　
　
　
り
や
す
く
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
済

む
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
こ
と

か
ら
、
４
月
１
日
か
ら
住
民
関
係
と
税
関

係
の
証
明
を
１
カ
所
で
交
付
し
、
待
ち
時

間
の
短
縮
を
図
る
。
ま
た
、
３
月
下
旬
か

ら
４
月
上
旬
に
か
け
て
は
住
民
の
異
動
が

多
い
こ
と
か
ら
試
行
的
に
３
月
２９
日
と
４

月
５
日
の
土
曜
日
に
臨
時
窓
口
を
開
設
す

る
。
今
後
は
、
平
日
の
窓
口
混
雑
の
解
消

や
休
日
の
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
の
た
め
、

東
岡
崎
駅
周
辺
整
備
に
合
わ
せ
、
駅
ビ
ル

へ
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
機
能
の
配
置
な
ど
も

検
討
し
て
い
き
た
い
。
 

       　
　
　
八
帖
交
差
点
の
立
体
化
の
現
況
と

　
　
　
地
元
住
民
の
意
見
を
ど
の
よ
う
に

把
握
し
て
い
る
の
か
伺
う
。
ま
た
、
少
子

化
に
よ
る
交
通
量
の
減
少
も
考
え
ら
れ
る

が
、
将
来
の
交
通
量
を
ど
の
く
ら
い
と
見

込
ん
で
い
る
か
。
 

　
　
　
住
民
参
画
に
よ
り
市
八
帖
交
差
点

　
　
　
渋
滞
対
策
懇
談
会
を
立
ち
上
げ
、
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八帖交差点 

名鉄バス桜形線 

様
々
な
視
点
か
ら
改
善
方
策
の
検
討
を
行

い
、
国
道
２
４
８
号
立
体
案
と
国
道
１
号

立
体
案
の
２
案
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
。

今
後
は
地
元
報
告
会
な
ど
で
意
見
を
伺
い
、

最
良
案
を
ま
と
め
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

過
去
の
交
通
量
の
推
移
や
現
況
に
つ
い
て

は
把
握
し
て
い
る
が
、
将
来
交
通
量
の
推

定
は
国
土
交
通
省
か
ら
提
示
さ
れ
て
い
な

い
。
た
だ
し
、
西
三
河
は
人
口
も
増
加
し
、

経
済
や
産
業
活
動
も
非
常
に
活
発
で
あ
る

た
め
、
今
後
交
差
点
渋
滞
の
緩
和
は
見
込

め
な
い
と
考
え
ら
れ
、
中
長
期
的
に
わ
た

る
渋
滞
解
消
や
生
活
道
へ
の
通
過
交
通
解

消
の
た
め
の
事
業
を
進
め
る
べ
き
と
考
え

る
。
 

   　
　
　
４
月
１
日
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療

　
　
　
制
度
が
始
ま
り
、
高
齢
者
へ
の
負

担
増
や
医
療
の
制
限
な
ど
が
予
想
さ
れ
る

が
、
制
度
に
対
す
る
本
市
の
見
解
は
。
ま

た
、
制
度
開
始
に
当
た
り
、
独
自
の
減
免

制
度
を
つ
く
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
と
聞
く

が
、
導
入
の
考
え
は
。
 

　
　
　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
高
齢

　
　
　
者
の
医
療
費
が
年
々
増
大
す
る
中

で
、
世
代
間
の
負
担
の
公
平
化
を
図
る
こ

と
に
よ
っ
て
国
民
皆
保
険
を
堅
持
し
、
将

来
に
わ
た
り
持
続
可
能
で
安
定
的
な
医
療

保
険
制
度
の
構
築
を
目
指
す
一
連
の
医
療

制
度
改
革
に
よ
る
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。

こ
の
制
度
に
お
け
る
保
険
料
は
、
後
期
高

齢
者
広
域
連
合
が
定
め
る
と
法
律
で
決
め

ら
れ
て
お
り
、
更
に
、
広
域
連
合
内
で
は

均
一
の
保
険
料
と
す
る
こ
と
も
決
め
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、
減
免
制
度
に
つ
い
て
も

広
域
連
合
が
定
め
る
と
さ
れ
て
お
り
、
県

下
の
市
町
村
で
は
独
自
の
減
免
制
度
の
創

設
を
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
は
な
い
と
聞
い

て
い
る
。
 

   　
　
　
名
鉄
バ
ス
の
廃
止
申
し
出
路
線
は

　
　
　
市
が
赤
字
補
填
す
る
こ
と
に
よ
り

当
面
の
間
存
続
す
る
こ
と
と
な
り
、
市
民

病
院
へ
の
直
通
バ
ス
も
実
現
さ
れ
る
と
聞

い
て
い
る
。
今
後
は
、
ま
ち
バ
ス
を
多
く

の
市
民
に
利
用
し
て
も
ら
う
方
策
や
地
域

間
交
通
の
充
実
が
課
題
と
考
え
る
が
、
住

民
参
加
で
地
域
交
通
の
充
実
を
図
っ
て
い

く
本
市
の
方
針
に
基
づ
き
、
ど
の
よ
う
に

施
策
を
進
め
、
支
援
し
て
い
く
の
か
。
 

　
　
　
市
内
中
心
部
か
ら
山
間
部
へ
伸
び

　
　
　
る
長
距
離
バ
ス
路
線
は
、
不
採
算

路
線
が
多
い
こ
と
か
ら
、
地
域
の
特
性
に

見
合
っ
た
持
続
可
能
な
交
通
と
し
て
見
直

す
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
地
域

に
お
い
て
交
通
施
策
を
検
討
す
る
地
域
交

通
会
議
な
ど
の
組
織
が
必
要
と
考
え
て
い

る
。
本
市
と
し
て
は
、
地
域
住
民
の
意
見

を
聞
い
た
り
、
バ
ス
を
走
ら
せ
る
可
能
性

を
探
る
た
め
、
職
員
と
地
域
住
民
と
が
一

緒
に
な
っ
て
検
討
組
織
を
立
ち
上
げ
、
交

通
体
系
整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。
具
体

的
に
は
、
地
域
の
検
討
組
織
と
協
働
で
実

態
調
査
を
基
に
整
備
計
画
を
立
て
て
試
験

運
行
を
行
い
、
課
題
や
事
業
性
な
ど
を
踏

ま
え
て
本
格
的
運
行
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
。
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追
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東消防署形埜出張所（イメージ図） 

　
　
　
平
成
２０
年
度
の
本
市
予
算
は
、
ど

　
　
　
こ
に
基
調
を
お
い
て
、
市
民
の
ニ

ー
ズ
を
踏
ま
え
た
予
算
編
成
に
取
り
組
ま

れ
た
の
か
伺
う
。
 

　
　
　
２０
年
度
予
算
は
積
極
的
に
財
源
を

　
　
　
確
保
し
た
が
、
歳
出
予
算
と
の
均

衡
を
図
る
た
め
、
事
業
の
見
直
し
や
削
減

を
余
儀
な
く
さ
れ
大
変
厳
し
い
財
政
状
況

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
市
民
参
加
に
よ
る

市
民
主
導
型
の
行
政
を
推
進
す
る
た
め
に

は
、
的
確
に
市
民
ニ
ー
ズ
を
と
ら
え
た
重

点
施
策
の
展
開
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
安
全
・
安
心
で
活
気
に
満
ち
た
ま
ち
づ

く
り
予
算
」
と
し
て
、
市
民
満
足
度
を
よ

り
高
め
る
た
め
に
、
岡
崎
に
住
ん
で
み
た

い
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
、
住
み
続
け
た
い

と
市
民
が
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
す
こ
と
を
基
調
と
し
て
予
算
を
編
成
し

た
。
重
点
施
策
と
し
て
は
、
安
全
・
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
、
都
市
基
盤
の
整
備
、
子

育
て
支
援
、
教
育
文
化
の
振
興
を
四
つ
の

柱
に
、
東
消
防
署
形
埜
出
張
所
建
設
、
道

路
網
の
整
備
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
、
県
下

で
初
め
て
の
新
生
児
聴
覚
検
査
補
助
、
新

図
書
館
を
核
と
し
た
生
涯
学
習
施
設
の
整

備
な
ど
の
事
業
を
展
開
し
て
い
く
。
 

   　
　
　
１１
年
度
末
に
３
２
３
２
あ
っ
た
市

　
　
　
町
村
数
が
、
１９
年
７
月
に
は
１
７

８
８
と
な
り
、
全
国
的
に
市
町
村
合
併
が

進
展
し
た
も
の
の
都
道
府
県
ご
と
に
ば
ら

つ
き
が
あ
り
、
国
は
引
き
続
き
合
併
を
積

極
的
に
推
進
し
て
い
る
。
本
市
は
１８
年
１

月
に
旧
額
田
町
と
合
併
し
た
が
、
将
来
を

見
据
え
て
豊
か
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

を
展
望
す
る
上
で
、
今
後
の
合
併
に
つ
い

て
の
考
え
を
伺
う
。
 

　
　
　
市
町
村
合
併
に
は
、
経
費
削
減
な

　
　
　
ど
の
財
政
基
盤
の
強
化
が
図
ら
れ

る
と
い
っ
た
効
果
が
あ
る
。
ま
た
、
情
報

化
の
進
展
な
ど
に
よ
り
広
域
的
行
政
需
要

は
増
大
し
て
き
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
市
町
村
合
併
や
広
域
連
携
は

地
方
公
共
団
体
に
と
っ
て
重
要
な
行
政
課

題
と
考
え
て
い
る
。
本
市
と
し
て
は
、
古

く
か
ら
同
一
の
生
活
圏
を
有
し
、
広
域
的

な
連
携
・
交
流
が
深
く
、
広
域
市
町
村
圏

協
議
会
を
構
成
し
て
い
る
幸
田
町
と
の
合

併
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
近
隣
自
治
体
と

も
連
携
を
一
層
強
化
し
、
活
力
あ
る
都
市

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。
 

   　
　
　
教
育
基
本
法
及
び
教
育
三
法
の
改

　
　
　
正
を
受
け
て
、
２１
年
度
か
ら
新
学

習
指
導
要
領
の
一
部
が
実
施
さ
れ
る
予
定

と
聞
い
て
い
る
が
、
現
行
学
習
指
導
要
領

と
の
相
違
点
や
特
徴
に
つ
い
て
伺
う
。
ま

た
、
新
学
習
指
導
要
領
へ
の
移
行
措
置
に

伴
う
教
育
委
員
会
や
学
校
現
場
で
の
対
応

は
。
 

　
　
　
学
習
指
導
要
領
の
基
本
理
念
で
あ

　
　
　
る
生
き
る
力
を
育
む
と
い
う
点
は

現
行
と
変
わ
り
な
く
、
新
学
習
指
導
要
領

で
は
こ
の
理
念
を
実
現
す
る
た
め
の
学
力

の
要
素
と
し
て
基
礎
的
、
基
本
的
な
知
識
・

技
能
の
習
得
な
ど
の
具
体
的
な
手
立
て
が

明
確
に
さ
れ
、
更
に
生
き
る
力
を
育
む
よ

う
授
業
時
間
の
増
加
な
ど
が
示
さ
れ
た
。

ま
た
、
新
学
習
指
導
要
領
へ
の
移
行
は
２１

年
度
に
開
始
さ
れ
、
２３
年
度
に
小
学
校
、
 

２４
年
度
に
中
学
校
で
完
全
実
施
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
て
お
り
、
各
学
校
に
情
報
を
伝

え
る
と
と
も
に
、
十
分
研
究
を
し
て
、
混

乱
が
生
じ
な
い
よ
う
対
応
を
進
め
て
い
き

た
い
。
 

 

１５ 

問 答 

平
成
２０
年
度
予
算
の
国
の
 

方
針
等
へ
の
対
応
 

問 子
供
た
ち
が
生
き
生
き
と
 

夢
萌
る
教
育
の
実
践
と
 

文
化
薫
る
ま
ち
づ
く
り
 

問 答 

答 

●代表質問 

○
市
民
か
ら
徴
収
し
た
税
金
を
市
民
の

た
め
に
使
う
よ
う
環
境
、
福
祉
、
教

育
等
諸
問
題
に
つ
い
て
具
体
的
な
説

明
が
あ
り
、
市
の
取
り
組
み
や
活
動

状
況
が
良
く
分
か
り
ま
し
た
。
 

（
６４
才
、
男
性
）
 

○
文
化
会
館
、
教
育
館
、
科
学
館
な
ど

の
公
共
施
設
の
建
設
の
話
題
が
出
た

が
、
市
民
の
暮
ら
し
を
良
く
す
る
た

め
に
市
に
し
て
ほ
し
い
こ
と
は
、
温

か
い
心
の
通
っ
た
市
政
で
あ
る
と
思

う
。
質
問
者
は
ゆ
っ
く
り
と
質
問
し

て
ほ
し
い
。
早
口
に
な
る
の
は
残
念

だ
。
も
っ
と
耳
の
聞
こ
え
の
遠
く
な

っ
た
者
に
配
慮
を
し
、
時
間
を
気
に

し
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。
 

（
８０
才
、
男
性
）
 

○
３
月
定
例
市
議
会
を
傍
聴
い
た
し
ま

し
た
。
来
年
度
の
予
算
等
々
、
色
々

の
事
を
勉
強
致
し
ま
し
た
。
３
月
げ

ん
き
館
完
成
、
１１
月
図
書
館
完
成
、

大
き
な
仕
事
を
完
成
さ
せ
、
来
年
度

予
算
は
大
変
だ
と
思
い
ま
す
。
市
長

さ
ん
、
議
員
の
皆
さ
ん
、
大
変
だ
と

思
い
ま
す
が
、
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

（
６９
才
、
男
性
）
 

○
質
問
を
す
べ
て
言
っ
て
か
ら
回
答
と

い
う
形
よ
り
も
一
つ
の
質
問
に
対
し

て
回
答
と
い
う
や
り
方
の
ほ
う
が
分

か
り
や
す
い
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、

メ
リ
ハ
リ
が
あ
っ
て
良
い
様
な
気
が

し
ま
す
。
 

（
３３
才
、
男
性
）
 

議
会
を
傍
聴
し
て
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市
議
会
だ
よ
り
は
古
紙
パ
ル
プ
配
合
再
生
紙
に 

環
境
に
や
さ
し
い
大
豆
油
イ
ン
キ
で
印
刷
し
て
い
ま
す
。 

議会にかかわる条例の改正 

　年度途中の会派所属議員数の異動等に係る事務
処理の効率化を図るため、その手続きを定めた。 

●市議会政務調査費の交付に関する条例の
一部改正 

　市の組織の名称変更に伴い、規定を整理した。 

●委員会条例の一部改正 

表
紙
の
写
真 

… 

中
央
総
合
公
園 

… 

議会ダイヤル 

編
集
後
記 

◎
で
あ
い
橋
の

た
も
と
に
咲
い

た
芝
桜
。
芝
の

よ
う
に
地
面
を

は
う
こ
と
か
ら

そ
の
名
が
つ
け

ら
れ
、
小
さ
な

花
を
た
く
さ
ん

つ
け
ま
す
。
春

の
ひ
と
時
、
の
ん
び
り
と
散
策
す
る
の

も
い
い
で
す
ね
。  

　
青
葉
に
風
薫
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

新
年
度
の
予
算
は
「
安
全
・
安
心
で
活

気
に
満
ち
た
ま
ち
づ
く
り
予
算
」
と
し

て
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
、
都

市
基
盤
の
整
備
、
子
育
て
支
援
、
教
育

文
化
の
振
興
を
重
点
課
題
と
し
て
市
民

福
祉
の
向
上
を
目
指
し
た
積
極
的
な
予

算
編
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
本
会
議
で
各
会
派
よ
り
市
政
の
課
題

や
重
点
事
業
な
ど
に
つ
い
て
代
表
質
問

が
な
さ
れ
、
ま
た
、
各
常
任
委
員
会
で

は
、
条
例
改
正
な
ど
を
始
め
と
し
た
重

要
議
案
に
対
し
、
終
始
熱
心
に
審
査
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
内
容
を
分

か
り
や
す
く
掲
載
し
、
お
届
け
い
た
し

ま
す
。 自 民 清 風 会  
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23-6390 
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23-6385 

23-6405 

23-6377

◎議会の日程、傍聴、請願・陳情などに関する事項は、議事課（ 23－6378）までお問い合わせください。 

　本会議や委員会の傍聴は、入口で住所・氏名をご
記入いただくだけですので、お気軽にお越しください。
　（本会議場は西庁舎３階、委員会室は西庁舎２階です。） 
　６月定例会の予定は上記のとおりです。 

議会を傍聴してみませんか 

　市政について意見があるときは、請願書や陳情書

を市議会に提出することができます。 

　請願は市議会議員の紹介を必要としますが、陳情

の場合はその必要がありません。 

　市議会では、請願については委員会で審査した後、

本会議で採択か不採択、または保留を決定し、その

結論を請願者へ通知します。一方、陳情は委員会で

意見を述べるだけで、本会議に報告した後、関係機

関に意見を付して処理を要請します。また、審査結

果を陳情者へ通知しています。 

 

6 月定例会予定  

○代表質問の通告内容は、開会日までにホームページに掲 
　載します。（アドレスは下段に掲載） 
○開会、一般質問、閉会の模様は、ケーブルテレビミクス 
　で中継する予定です。 
○各会議の開催時刻は午前10時の予定です。（福祉病院委 
　員会と総務企画委員会は午後１時の開催予定） 

請願・陳情締切 

開会・市長提案説明・一般質問 

一般質問 

一般質問 

一般質問 

議案説明・総括質疑・委員会付託 

経済建設委員会 

福祉病院委員会 

環境教育委員会 

総務企画委員会 

議会運営委員会 

委員長報告、質疑、討論、採決、閉会 

5月29日（木） 

6月 2日（月） 

5日（木） 

6日（金） 

9日（月） 

11日（水） 

13日（金） 

 

16日（月） 

 

20日（金） 

23日（月） 

請願と陳情 

採 択 請 願  
●国民健康保険の人間ドックおよびがん検
診等への補助の存続を求めることについ
て 

理由　・市民の健康を守る上で、各種健診の受診率を
上げる努力は必要である。今後も補助制度を
継続するよう求める。 

（平成20年4月1日施行） 


